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法人の運営に関すること 

１．通常総会  開催日時： 2025年8月31日（日）15:10－15:30 

          会  場： ＯＫＢふれあい会館１棟14階 展望レセプションルーム  

          出 席 者：  正会員21人中21人（書面評決者1人、 委任状7人）   

 

２．理事会・審査委員会   

   第1回理事会    2025年  ８月31日 理事長・副理事長の選任                       

   第2回理事会        10月29日 予算変更、2026年度助成プログラム案、審査委員について 

   臨時理事会        11月28日 役員の辞任について 

      第3回理事会    2026年   1月 8日 2026年度助成事業募集要項案の検討 

   第1回審査委員会       2月 9日 2026年度助成事業募集要項案の検討 

   第4回理事会         2月17日 2026年度助成事業募集要項の決定 

   第2回審査委員会       6月 2日 2026年度助成事業採択候補の選定 

   第5回理事会         6月 4日 2026年助成事業の採択決定など 

   第6回理事会         8月31日 2026年度総会議題案の決定など 

 

 ３．役員     理事  川合宗次（理事長） 

  (五十音順)       鳥居翼（副理事長）、中川健史（副理事長） 

                              浅井賢二、市來恭子、佐藤圭三、長野敬子、平井八重子、 

                 町野洋亮（～2025.11.23）、森川幸江、横井篤                  

   監事  河野秀明、渡辺成洋 

    

 ４．審査委員     委員長 鳥居翼 

   （五十音順）   副委員長 川口創、松岡真帆 

            委員 川合宗次、菊本舞、宗宮康治 

 

５．事務局体制 事務局長：山田朋子   

            スタッフ：浅井なるみ、池戸美子、野尻智周、原美智子、村田裕子、 

  (五十音順)       

           ボランティアスタッフ：石川美保、折戸幸恵、小山郁代、椙浦良子、長縄奓守子、橋口紗那恵 

                      松野英子、松原法子、宮腰京子、矢野幸子、吉田栄紀 

           ホームページ管理・運営：一般社団法人Candeed                

 

６．会員数 （2026年6月末現在） 

     正会員 20人 応援団員（賛助会員）個人147人 団体21団体 

７．情報発信 

 ホームページ https://gifunpo-fund.org/   

 ポータルサイトみんなのハチドリ https://minnano-hachidori.jp/  

 フェイスブック https://www.facebook.com/gifu.hachidori/ 

 インスタグラム https://www.instagram.com/gifuhachidorikikin/ 

 ぎふハチドリ基金通信 

 

 ８．ぎふハチドリ基金 スペシャルサポーター 

    浅井彰子さん（フリーアナウンサー）、粥川なつ紀さん（サックス奏者、作編曲家） 

    岩佐一成さん、伊藤智美さん(アーティスト） 

 

 ９.その他 

   ・認定NPO法人振興会 会員    

   ・「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワーク 会員  

   ・地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム 会員 

   ・一般社団法人全国レガシーギフト協会 レガシーパートナー     
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１．2025年度助成事業 

 

  実施期間 2025年4月1日～2026年3月31日 助成件数 全28件 総額6,500,229円 

  2026年4月10日までに各助成団体から実績報告を受け、5月末までに精査・支払いを完了した。 

 

A 事業助成 全23件 合計5,752,250円 
   うち、14件の事業は次の冠寄付金の対象です（合計340万円分） 

 ☆１たんぽぽ薬局キッズまんぷく基金（2件 合計200,000円） 

  ☆２こくみん共済coop子ども成長基金（3件合計200,000円） 

 ☆３東海ろうきん未来応援寄付金（9件 合計3,000,000円） 

 
［すぽっと助成］（事業費の一部、単一経費、物品購入費等に助成） 

 ①ゆずりゆーず（岐阜市） 

    子ども服の譲渡会に併設する、子育て世代の居場所作り事業 53,000円（☆２ 50,000円分） 

 ②おばあちゃんの子ども食堂西っ子（岐阜市）子ども食堂５周年事業 91,000円（☆１） 

 ③NPO法人チャイルドラインぎふ（岐阜市） 

  子どもたちの居場所を支えるボランティア活動を目指す受け手の養成講座事業 36,250円 

 ④Ferel（土岐市）ひとり親カフェ事業 50,000円（☆２）   

 ⑤岐阜県医療的ケア児者の会ギフアイライン（岐阜市） 

    医療的ケア児者が安心して地域で暮らすための情報提供事業 65,000円   

 ⑥みのぎくこども食堂（羽島市）子ども食堂運営事業 100,000円（☆３） 

 ⑦ことなりto（可児市）表現あそびワークショップ事業 97,000円 

 

［はじめる助成］（実績3年以下の取組みを応援） 

 ①NPO法人道TAO（関市） 

  好きと得意でヒーローになる！TAOeスポーツCUP事業―ここが、キミの主役ステージ300,000円（☆３） 

 ②別府こども食堂まんまる（瑞穂市）作って食べる「子ども食堂」事業 190,000円（☆１ 109,000円分） 

 ③Share living 日和こども食堂（白川町）みんなの居場所こども食堂事業 240,000円（☆２ 100,000円分） 

 ④ぎふフリースクールネットワーク（羽島市） 

    岐阜県内の民間教育団体の横のつながりを創出する「ぎふフリースクールネットワーク」事業 137.000円 

 ⑤一般社団法人ナラティヴ・ラボ（岐阜市） 

    表現・対話活動を中心とした若者のための安心居場所事業 300,000円（☆３） 
 ※りもん（恵那市）「手仕事から繋がる若者の居場所作り事業」は団体の事情により中止されました。 

 

［つづける助成］（事業の継続を応援） 

 ①お結びの森（可児市) お結びまぁる～不登校児童とそのお母さんが家庭以外と出会いつながりほっと一息つ    

     けて自己理解が深まる 居場所作り事業～ 400,000円（☆３） 

 ②お休み学園（揖斐川町） 

    ～昔ながらの田んぼ・畑仕事～不登校の子どもたちと働く体験型学びの事業 318,000円 

 ③そらまめ（岐阜市）医療的ケア児者の通学・通所サポート事業 300,000円（☆３） 

 ④I′m(アイム)（北方町） 

      不登校・ひきこもりからの自立支援 おしごと工房 i works（若者の居場所）事業 228,000円 

 ⑤一般社団法人よだか総合研究所（揖斐川町）むいむい子育てサポーター事業 400,000円 

 ⑥一般社団法人山学（本巣市） 

    中山間地の子どもたちに向けた学習支援・居場所『寺子屋シアン』継続運営事業 400,000円（☆３） 

 ⑦NPO法人仕事工房ポポロ（岐阜市） 

    同じ悩みを分かち合い、つながり続ける：ひきこもり・不登校家族会・親の会事業 400,000円 

 ⑧ぎなんプレーパークの会（岐南町）外遊びをとおした居場所づくり～放課後プレーパーク～事業 399,000円 

 ⑨ハルジオン～不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会（飛騨市） 

  学校やPTA・地域と繋がり不登校等の多様な困りごとに悩む子ども達や家族に寄り添いつづける居場所 

  づくり事業 400,000円 （☆３） 

 ⑩NPO法人MINO COOL JAPAN（美濃市）みのっ子繋がりプロジェクト事業 400,000円（☆３） 

 

［はばたく助成］（事業の拡大を応援）   

 NPO法人美濃加茂国際交流協会（美濃加茂市） 

 外国にルーツを持つ高校生の学習支援事業 448,000円 ☆3 400,000円分） 

事業に関すること 
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B 利用者負担軽減助成 全５件 合計747,979円 

 ①あしたの支援室（大垣市） ひきこもり女子会「ラルジュ」事業 102,164円 

 ②NPO法人飛騨高山わらべうたの会（高山市） 

  高山市ファミリー・サポート事業・びぃぼぉサポート事業 180,875円 

 ③一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 

  学習支援室へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業 158,940円 

 ④一般社団法人SEIMA１３７（関市） 児童自立生活援助支援事業 200,000円 

 ⑤全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜（美濃加茂市） 

  依存症に巻き込まれた家族の困りごとの相談と病気の知識と家族の対応を学ぶ場を提供する事業 106,000円 

 

 

 
 

２．組織基盤強化の取組み 
    

   情報共有システムの整理とデータベース構築に取り組んだ。  

   奏ワークス株式会社の支援をうけ、kintoneを軸にしたシステムを構築し業務の効率化を図った。 

   

  ・月に2回、オンラインミーティングを実施、主に以下のことができるようになった。 

   ①顧客管理の一元化 

     寄付者、支援者、助成先等の情報をkintoneで管理できるようになり、 

     セミナー等の参加、助成事業の履歴等も自動的に追加される仕組みができた。 

   ②助成事業にかかわる業務のオンライン化 

     「じぶんフォーム」、「じぶんレコード」を導入、kintoneと連携し、助成事業の相談や申請、 

     事業実施等、団体とのやりとりがKintone上に記録されるようになった。 

     担当者内での共有しやすくなり、リモートワークも可能になった。 

    

  ・さまざまな場面で、kintoneを活用できることがわかったので、事業だけでなく、労務や会計等にも 

   利用できるようにしていきたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

＊各事業の詳細は、別冊「ぎふハチドリ基金2025年度助成事業実施報告」をご覧ください。 

☆助成事の申請用マイページ…申請エントリー後に作成されるマイページより、申請書類をオンラインで提出 
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３．当事者の声を聴く交流会の開催 
 

    今まで、地域で子ども・若者・子育て家庭を支援している団体の活動報告を聴く交流会を開催してきたが、 

   団体が支援している当事者のお話を聞く機会はほとんどなかった。今年度は、総会と応援団交流会で、 

   その機会を設けることができ、ぎふハチドリ基金の活動への理解を進めることができた。 

 

 ①認定更新記念交流会 

   2025年度総会の前に、認定NPO法人の更新を記念した交流会を開催した。 

    

   開催日：2025年８月31日（日）午後  

   会場：OKBふれあい会館 展望レセプションルーム 

   テーマ：「若者の声を聴き、地域の課題について考える」 

   話題提供：NPO法人仕事工房ポポロ理事長中川健史さんとポポロの若者  

   ゲスト：江崎岐阜県知事 

   参加人数：37人 
  

 ＜参加者の感想から＞ 

 ・一人一人が違っていることが当たり前だと認識できている社会であることを願います。 

 ・これからも生きづらさを感じている子ども達のために頑張ってください。 

  不登校の子を持ったことのある父親として反省することが多くありますが、子どもの将来を 

  信じて見守っていきたいと思います。  

 ・不登校やひきこもりのひとたちのことを表面的にわかっているつもりになっていた自分に気 

  づきました。 

  子どもが自分で決定するまで「信じて任せて待つ」忘れないようにしたいと思います。    

☆採択後は、「実施団体マイページ」を作成、助成事業実施期間中、事務局とマイページ上でやりとりする。 
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②応援団交流会 

  テーマ：「20才のヤングケアラーが語る 社会やおとなに知ってほしい事！」  

  開催日：2025年11月30日（日）午後 

  会場：ハートフルスクエアーG 研修室50 

  参加人数：48人 
   

 

  ＜参加者の感想から＞ 

   ・自分もヤングケアラーだったのかも？と今回参加いたしました。体験談をお聞きしながら、共感できる部分が多々 

    あり貴重なお話でした。グループ内で、今やっと他人に当時の事を話せることができるようになったんだと、自分 

    の成長を感じました。 

   ・大変な家庭環境の中で、ヤングケアラーになっていても相談するような状況だと子ども自身にはわからず、また子       

    ども食堂や学習支援など、支援策の話を聞いても、わからない・知らないから怖くて行けなかったという話を聞い 

    て、支援は子ども自身が安心できるような伝わり方が必要だと言うことを改めて認識しました。 

   ・とても正直にリアルな話をお話し頂き、ありがとうございました。壮絶な経験だったと思いますが、「両親を恨ん 

    でいない、恨んでも仕方ない！全てが成長になった。」と語る姿が、凛としてとてもかっこよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

  。 

   

12月1日中日新聞 朝刊 
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４．広報活動とＮＰＯの運営・資金調達支援 
  

 ①遺贈寄付セミナーの開催 
  人生最後の社会貢献として関心が高まっている「遺贈寄付」についての知識や、受け入れ側の準備につい 

 て学ぶセミナーを開催した。子ども・若者・子育て家庭支援の団体だけでなく、社会福祉協議会や金融機関か 

 らの参加もあった。今後も、他団体と一緒に学ぶ機会を設けていきたい。 

 

  日時：2026年2⽉13⽇（金）午後  

  会場：みんなの森ぎふメディアコスモス「かんがえるスタジオ」 

  講師：山北洋二さん 

    （一般社団法人レガシーギフト協会共同代表） 

  参加者数：35人（団体数 23）  

  
＜参加者の感想から＞ 
  ・何から始めれば良いか、具体的な例もあり、とても参考になりました。 

 ・本日学ばせていただいたことをもとに準備を進めたいと思います。 地域で連携して寄付の受け⽫をつくっていけたら 

  良いと思います。 

 ・受け入れガイドラインの作成から始め、体制を整えたいと思います。 

 ・具体的な失敗事例などは参考になりました。善意の寄付が、結果的に寄付を受けた団体の負担になるような事例は、寄    

  付をする側受ける側にとっても有益な情報だと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ②ポータルサイト「みんなのハチドリ」の運営 
 ・「みんなのハチドリ」の掲載団体の新規募集については、事務局の人手不足により、団体訪問ができず、積 

  極的な働きかけができなかった。 

 ・サイトの問い合わせ窓口に届いた団体への問い合せや、ボランティアに関する相談等には、対応してきた。 

 ・2025年度助成団体の中に、掲載を検討している団体が複数あるので、 新規掲載団体を増やしたい。 

 ・2025年度より、岐阜商工信用組合様と株式会社オリエントコーポレーション様のご寄付により、運営費 

  の一部を支援していただけることになった。 

 
 ③イベント等の参加 

 ・11／1 TASCラボ（岐阜清流文化プラザ）に参加 パネル展示 

 ・12／10 岐阜大学 「人権と社会教育」ゲスト講師として参加、学生に基金の説明をした 
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５.ハチドリCafé2026開催事業 
 

  3会場で、2025年度助成事業の実施団体の実施報告と参加者交流会を開催した。岐阜会場では、2026年度助成事

業募集説明会を実施した。 

   

  ＜岐阜会場＞  

  開催日：2026年3月28日（土） 会場：OKBふれあい会館 302大会議室  

  報告団体：ゆずりゆーず/おばあちゃんの子ども食堂西っ子/岐阜医療的ケ 

  ア児者の会ギフアイライン/みのぎくこども食堂/別府こども食堂まんまる/ 

  お休み学園/I’ｍ/ 一般社団法人よだか総合研究所/NPO法人仕事工房ポポロ 

  ぎなんプレーパークの会/NPO法人MINO COOL JAPAN/一般社団法人ぎふ学習支 

  援ネットワーク  

  【参加人数】36人 

 

  ＜多治見会場＞  

  開催日：2026年4月9日（木）    

  会場：とうしん学びの丘「エール」多目的室  

  報告団体：Ferel/ことなりto/Share living 日和 こども食堂/ぎふフリース    

  クールネットワーク/そらまめ/お結びの森/NPO法人美濃加茂国際交流協会/ 

  全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜  

  【参加人数】20人 

 

  ＜高山会場＞  

  開催日：2026年4月11日（土） 会場：高山市民文化会館 2-3練習室  

  報告団体：NPO法人チャイルドラインぎふ/NPO法人道TAO/一般社団法人ナラティヴ・ラボ/ ハルジオン～ 

   不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会/NPO法人飛騨高山わらべうたの会/全国ギャンブル依存症 

   家族の会 岐阜  

  【参加人数】16人    

 

 

 

 

 

６．助成プログラム改善事業 

 
 2025年度助成プログラムの結果を踏まえ、2026年度助成プログラムの変更点がないかを検討した。 

  

（検討結果） 

 ・A助成事業の「つづける助成」と「はばたく助成」を統合し、「つづける助成」の1件当たりの上限額を40万円か 

  ら50万円に引き上げ、採択数を6件から7件に、「はじめる助成」の件数を5件から10件に増やす。 

 ・A事業助成を昨年より100万円増額して700万円、B利用者負担軽減助成 100万円と合わせ、総額800万円とする。 

 ＊新しい冠寄付金について 

  「東海ろうきん未来応援寄付金」による助成が2025年度で終了した。 

   新たに「ムトー精工はじめの一歩応援基金」を設けることになった。 

    

 2026年助成事業の募集要項案は第3回理事会に提案、第1回審査委員会で審議、第4回理事会で決定した。  

 募集要項は「７.2026年度助成事業募集に関する事業」を参照。 
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７．2026年度助成事業募集に関する事業  

       
 助成事業の募集から採択決定まで、次のようなスケジュールで実施した。 

     

   募集要項案の決定：第1回審査委員会（2026年2月９日） 

      募集要項の決定：第４回理事会（2026年2月17日） 

   募集期間：申請エントリー期間2026年4月1日～5月10日 書類締切5/15  

   個別相談期間：2026年3月1５日～5月10日 

   採択事業候補の選定：第2回審査委員会（2026年6月2日） 

   採択事業の決定：第5回理事会（2026年6月4日） 

   採択証書交付式の開催：2026年6月17日  会場 ハートフルスクエアーG（岐阜市）   

＜1＞2026年度助成事業募集内容 

  岐阜県内で子どもや若者、子育て家庭等を支える活動をしているNPO等の非営利団体に対して、以下のような

メニューで助成事業を募集した。 

 
募集内容（概要） 
 
 
募集総額 800万円程度（A事業助成700万円程度 B利用者負担軽減助成100万円程度） 
  

 
 

 Ａ 事業助成 総額７００万円程度  
  さまざまな理由から困難を抱えている子ども・若者・子育て家庭が、自分らしく安心して暮らせるよう地域で支える取組み 

 に対して、必要な費用を助成。 
  ＜事業助成 対象事業＞ 

  （ア）「子どもの貧困」対策（貧困の連鎖を断ち切る）事業  （イ）困難を抱えた子どもを支援する事業 

  （ウ）困難を抱えた若者を支援する事業  （エ）困難を抱えた子育て家庭を支援する事業 

  （オ）その他、子どもや若者をめぐる課題を解決するための事業 

 【すぽっと助成】 1件あたり上限１０万円 ５件程度 

     困難を抱える子ども・若者・子育て家庭を支援する事業に必要な費用の一部を助成。物品の購入費や材料費など、単一の経費でも良い。 

  事業内容のわかりやすさ、その経費の必要性、重要度を重視する。 

 【はじめる助成】 1件あたり上限３０万円 10件程度 

  困難を抱える子ども・若者・子育て家庭を支援するスタート間もない事業や、これから新しく始める事業について助成。事業の「スター 

  ト」や「やってみたい思い」を応援する。 

 【つづける助成】 1件あたり上限50万円 ７件程度 

  困難を抱える子ども・若者・子育て家庭を支援する事業の継続を応援。事業計画や予算の中に、事業継続のための取り組みを加えること。 

  また、組織や事業の基盤強化のために法人化や資金調達に取り組む事業も対象とする。 

 Ｂ 利用者負担軽減助成 1件あたり上限２０万円 総額１００万円程度  
 団体で実施している以下のような活動の利用料等を、経済的困窮家庭に対して軽減する場合、 

 団体が負担した軽減分を補てんする。 
＜利用者負担軽減助成 対象事業＞ 

    (ア）ファミリー・サポート事業、学童保育事業など、子どもを預かる事業 

例：①学童保育などの有料サポートを行う際、経済的な事情がある人の利用料を団体の負担で 

  規定の金額の半額にした場合、その半額分を助成 

  ②子育て家庭等を支援する事業に関する利用料等を助成 

 （イ）困難を抱える家庭の子や若者への個別支援事業 

     例：①サマーキャンプなどの体験活動への参加費を助成 

       ②学習支援や居場所等への往復の交通費や利用料金を助成 

 （ウ）その他、「ぎふハチドリ基金」の設立趣旨に沿った内容と思われる事業 

 

〇冠寄付金について 
 採択された事業の中から、以下の冠寄付金を原資とする事業を選ぶ。 

 ［１］たんぽぽ薬局キッズまんぷく基金  寄付者：たんぽぽ薬局株式会社 様 

     対象事業：子ども食堂や食糧支援など、子どもの「食」にかかわる事業 

     202６年度助成予算額：総額20万円  

 ［２］こくみん共済coop・子ども成長基金 寄付者：こくみん共済coop岐阜推進本部 様 

     対象事業：親子の居場所、親子交流会など、親子が地域とつながる事業 

     202６年度助成予算額：総額20万円 

 ［３］ムトー精工はじめの一歩応援基金  寄付者：田中肇（ムトー精工株式会社代表取締役社長） 様 

    対象事業：生きづらさを抱えた子どもや若者の自立につながる事業 

     202６年度助成予算額：総額300万円 
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＜２＞採択事業の決定について 

  審査委員会と理事会の決定により、以下の事業が採択された。 

  助成事業の実施期間：2026年4月1日～2027年3月31日 採択数 全３１件（申請数３８件） 総額 7,286,000円 

＜採択事業＞ 

A 事業助成 全25件 合計6,278,000円 
  A事業助成のうち、16件の事業は次の冠寄付金の対象です（合計340万円分） 

   ☆１ たんぽぽ薬局キッズまんぷく基金（3件 合計200,000円） 

   ☆２ こくみん共済coop子ども成長基金（3件 合計200,000円）  

   ☆３ ムトー精工はじめの一歩応援基金（10件 合計3,000,000円） 

 

［すぽっと助成］（事業費の一部、単一経費、物品購入費等に助成） 

①みずほ市民トーク祭り実行委員会 （瑞穂市) 

  第５回 みずほ市民トーク祭り～じぶんを大事にするルール～事業  65,000円 

②キラキラFamilySchool （岐南町) ゆるっと不登校緩める会開催事業 61,000円（☆2・50,000円分） 

➂NPO法人スマイルBasket（岐阜市） 

 地域全体で支える子どものお腹と学習の機会事業 100,000円（☆1 50,000円分） 

④ミカーレ岐阜（揖斐川町）視覚障害児者の可能性をひらくスポーツ体験事業 97,000円（☆3） 

⑤NPO法人日本ウーマンプロジェクト（岐阜市）子育てセミナー＆子育てCafé事業 29,000円 

⑥一般社団法人こども食堂ナナカフェ（岐阜市）クリスマスわくわく大パーティー事業 100,000円 

⑦NPO法人チャイルドラインぎふ（岐阜市） 

 子どもたちの居場所を支えるボランティア活動を目指す受け手の養成講座事業 100,000円 

 

［はじめる助成］（実績3年以下の取組みを応援） 

①NPO法人ゆずりゆーず（岐阜市） 

 子ども服の譲渡会に併設する、子育て世代の居場所作り事業 200,000円（☆2 50,000円分）  

②NPO法人じゃあさアカデミー（七宗町） 

 不登校・ひきこもり解決アクション コミュニティカフェ事業 300,000円（☆3） 

➂NPO法人スマイルバトン（岐阜市）学藝の森CoE こころのケア充実トライアル事業 300,000円 

④別府こども食堂まんまる（瑞穂市）作って食べる「子ども食堂」事業 200,000円（☆1 50,000円分） 

⑤やさか子育てサポーターさくらっこ（中津川市）訪問型子育て支援ホームスタート事業 300,000円（☆3） 

⑥ママの笑顔のために（各務原市）子育て中のママとこどもを全力で応援する事業 200,000円（☆2 100,000円分） 

⑦NPO法人ねこのひげ （高山市） 

 不登校の子どもや家庭も参加しやすく、繋がりや相談の出来るあそび場事業 300,000円（☆3） 

⑧Ferel（土岐市）ひとり親家庭の子どもたちへの体験機会事業 120,000円 

 

［つづける助成］（事業の継続や安定・拡大を応援） 

①Share living 日和 こども食堂（白川町） 

 食でつながる地域の居場所づくり事業  270,000円（☆1 100,000円分）  

②NPO法人らいふくらうど（岐阜市） 

 重度の障害のある方々の「働く」を通して共生の輪が広がる事業 500,000円（☆3） 

➂ぎふフリースクールネットワーク（羽島市） 

 岐阜県内の不登校支援ネットワーク強化と、自走可能な組織基盤の構築事業 500,000円 

④NPO法人チュラサンガ（岐阜市） 

 生きづらさを抱える若者の農業による支援事業(販売促進と情報発信を核に) 500,000円（☆3） 

⑤一般社団法人ナラティヴ・ラボ（岐阜市） 

 表現・対話・社会参加を一体的に支える若者の安心居場所づくり事業 282,000円（☆3） 

⑥お休み学園（揖斐川町） 

 不登校、引きこもりの子がいるご家庭と一緒に働く体験型学びの事業 375,000円（☆3 270,000円分) 

⑦そらまめ（岐阜市) 医療的ケア児者の通学・通所サポート事業  180,000円（☆3） 

⑧ハルジオン～不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会（飛騨市） 

 ハルジオンらしく地域の中で子ども達を守り育む継続の為の居場所づくり事業 380,000円（☆3 271,000円分） 

⑨いるかのこそだて（大垣市）いるかのおうち（拠点活動）事業  320,000円 

⑩一般社団法人ぎふこども食堂ネット（岐南町） 

 岐阜県内こども食堂エリア拠点ネットワーク構築・配送体制構築事業 499,000円 

 

B 利用者負担軽減助成 全６件 総額1,008,000円 
①一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 

 学習支援室へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業  200,000円 

②全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜（美濃加茂市） 

 ギャンブル依存症に巻き込まれた家族に病気の知識と対応を学ぶ場を提供する事業 200,000円 

➂NPO法人飛騨高山わらべうたの会（高山市） 

 ファミリーサポート事業・びぃぼぉサポート事業（託児事業） 200,000円 

④一般社団法人SEIMA１３７（関市）子ども生活支援事業 200,000円 

⑤そらまめ（岐阜市）医療的ケア児者の通学通所サポート事業 10,000円 

⑥NPO法人ｌａ ｃａｓｅｔｔａ（高山市） 経済的困難家庭の子どもの参加機会確保事業  198,000円 
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８．寄付募集等に関する事業 
 

寄付金等の状況（2025年7月1日～2026年6月30日） 
2025年度指定正味財産への寄付金額 ９,２３１,８１１円 

（内訳）助成事業への寄付 ８,７８２,０２２円 サポート基金への寄付 417,000円 受取利息分 22,789円 

 

◎助成事業への寄付 ８,７８２,０２２円 

 (内訳） 

 ○企業・団体からの寄付 13件 計2,353,426円     

 ○個人からの寄付（ネット募金を含む） のべ121件  計5,292,906円 

 ○東海ろうきんNPO寄付システムからの寄付 のべ161件（登録人数14人） 計62,400円 

 ○羽島市ふるさと納税からの寄付金（返礼品分を支援） 128口×3,000円  計384,000円 

 ○寄付付き自販機からの寄付 のべ67件（7箇所） 計145,384円 

 ○募金箱からの寄付 のべ15件 計43,906円 

 ○田口福寿会助成金分 500,000円 

 
 ＊ご寄付いただいた企業・団体（順不同・敬称略） 

  名古屋モザイク工業株式会社、一般財団法人岐阜県職員互助会、有限会社ウメイチ、 

  株式会社エフエナジー、株式会社西川精機、有限会社雷屋、ヘナ専門美容室 月と風 長良店、 

  HIROYA基金、オレンジリボンたすきリレー実行委員揖斐川コース、 

  岐阜県医療的ケア児者の会ギフアイライン、一般社団法人SEIMA137 ほか 

  

 ＜冠寄付金提供者＞（順不同・敬称略） 

  たんぽぽ薬局株式会社 

  こくみん共済coop岐阜推進本部 

  田中肇（ムトー精工株式会社代表取締役社長） 

 
 ＊寄付付き自販機設置企業（順不同・敬称略） 

  積水ハウス建設中部株式会社 三岐支店 岐阜オフィス、株式会社エーアール岐阜、  

  美濃市健康文化交流センター（株式会社技研サービス）、小牧木材株式会社、有限会社加藤サービス 

  こどもの駅はしま 

 

  ＊募金箱の設置協力（順不同・敬称略）(2026年6月末現在） 

   【岐阜市】薄皮たいやき福丸、東海労働金庫岐阜支店、NPO法人グッドライフ・サポートセンター、 

      niconico（マーサ内）、介護医療院みよし・三好クリニック、こくみん共済coop共済ショップ岐阜店、 

           RakuRaku荘、岐阜県学校生活協同組合（学校生協会館）、岐阜大学消費生活協同組合、 

           岐阜市立女子短期大学生活協同組合、生活協同組合アイチョイス岐阜本部、Aplice（アプリーチェ）、 

      やすらぎ処こころ、グレースかみかざり酵素温浴・美容室 

   【各務原市】東海労働金庫各務原支店、東濃信用金庫那加支店、生活協同組合コープぎふ本部 

   【瑞穂市】ひぐちクリニック      

  【本巣市】本巣ライオンズクラブ  

  【大垣市】東海労働金庫大垣支店、西濃医療生活協同組合しずさと診療所、手づくり工房あめんぼ  

  【垂井町】NPO法人泉京・垂井  

  【可児市】東海労働金庫可児支店、可児市NPO協会   

  【関市】関市市民活動センター  

  【富加町】生活協同組合アイチョイス岐阜 富加センター 

  【多治見市】東海労働金庫多治見出張所、Mama's Cafe（多治見市総合福祉センター1F）、 

         こくみん共済coop共済ショップ多治見店、 

  【中津川市】東海労働金庫中津川支店、株式会社サラダコスモ（ちこり村） 

  【高山市】東海労働金庫高山支店、まちひとぷら座かんかこかん、まちづくりスポット飛騨高山、 

       こくみん共済coop共済ショップ高山 

  【愛知県】美容室ricca  ほか 
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◎助成事業以外への寄付金 

＜ハチドリサポート基金（指定正味財産）＞ 2件 17,000円 

 

＜「みんなのハチドリ」運営支援（一般寄付金）＞ 77,567円 
  （順不同・敬称略）   

  岐阜商工信用組合・株式会社オリエントコーポ―レーション 

 

◎ハチドリ応援団（賛助会員）としてのご支援 1,177,000円 
＜団体会員＞ 21団体（順不同・敬称略） 

 株式会社アルミックホールディングス、株式会社エフエナジー、生活協同組合アイチョイス岐阜、 

 岐阜県生活協同組合連合会、株式会社エーアール岐阜、株式会社平田開発、株式会社西川精機、 

 岐阜県労働者福祉協議会、とうしん地域活力研究所、いずはら耳鼻咽喉科、NPO法人劇刀桜絵巻、 

 NPO法人Mama's Cafe、NPO法人子援隊、NPO法人スマイルBasket、地域たすけあいの会、 

 やすらぎ処こころ、NPO法人チャイルドラインぎふ、NPO法人ふる里めいほう、 

 NPO法人りあらいず和、株式会社マルセイユ、別府こども食堂まんまる 

 

＜個人会員＞ 147人 
 

◎その他のご支援 
 小牧木材株式会社 サスティナビリティ推進室より、事業および事務作業の無償ボランティア提供  

＜寄付金贈呈式＞ 

2025年8月  

岐阜商工信用組合様・㈱オリエント 

コーポレーション様 

2025年12月 

一般財団法人岐阜県職員互助会様 
2025年1月 

田中肇（ムトー精工株式会社代

表取締役社長）様 

2026年1月  

有限会社ウメイチ  

レンタル着物＆フォトスタジオPLUM様 

 2026年3月 

 名古屋モザイク工業株式会社様 
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９．その他 

 
 ①運営相談 

助成団体や申請の相談団体に対し、会計のサポートや事業運営の相談に乗った。 

   他の助成金情報をメールで紹介した（7月、10月、11月、12月、１月、2月） 

  

 ②情報発信 

ぎふハチドリ基金通信(45号、46号）を発行した。 

   Facebook、Instagramで随時、助成団体等の情報提供をした。 

  

 ③研修会等の参加 

  ・日本ファンドレイジング協会主催 FRJ Ondemando研修（オンライン視聴11/20～3/1）参加 

  ・（公財）あすのば「子どもの貧困対策 東海北陸フォーラム」 参加 

  ・kintone hive 名古屋（4/28）参加 

  

 ④他団体との協働 

    (社福）岐阜県福祉事業団による「清流ラーメンの無償提供」希望団体の募集に協力した（11月）   
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会計に関すること 

2025年度決算報告   期間：2025年7月1日～2026年6月30日 
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2026年度事業計画と予算 

期間：2026年7月1日～2027年6月30日 

１ 事業実施の方針 

 今年度は、法人になって１０期目。認定ＮＰＯ人とし

ては７年目になる。 

 昨年度、事業・事務局運営の効率化のために、

kintoneを導入し、情報の一元化に取り組んだ。 

 今年度も、構築したシステムを活用・改良しながら、

効率的に事業の運営ができるようにする。 

また、寄付者・支援者の拡大のためにも、地域の課題

を伝える交流会の開催、資金調達につながる研修会の開

催や、助成団体の活動を伝えるポータルサイト・ＳＮＳ

の運営を充実させる。 

  

（１）寄付金等の募集と管理に関する事業 

 ・企業・団体へ積極的な働きかけをする。 

 ・応援団・寄付者の継続と新規の支援者を増やすた 

  めのコミュニケーションを円滑にする。 

 ・構築したシステムを活用する。 

 

（２）ＮＰＯ等に対する助成事業に関する事業 

 ・2026年度助成事業がスムーズに進むように伴走支   

  援を行う。 

 ・助成プログラムの成果と課題を確認し、修正点を 

  反映した2027年度助成事業募集要項を作成し、 

  事業募集、審査と決定までを行う。    

 

（３）ＮＰＯ等の資金調達支援・運営相談・コンサル

ティング事業 

 ①会計・運営サポート 

  助成対象団体に対して、会計や運営の相談に乗り、

助成金申請ができるようにする。 

  資金調達についての研修会を企画・運営する。 

 ②研修会参加 

  資金調達、コンサルティングのスキルアップのた

め、研修会に参加する。 

 

（４）情報発信・広報・啓発事業 

①寄付支援ポータルサイトの運営 

 寄付支援ポータルサイト「みんなのハチドリ」の掲 

 載団体を増やし、サイトの周知を進める。 

 ②広報の強化 

  ポータルサイト、ホームページ、寄付・会費の募集 

  ページから、寄付や支援につながるようSNS等広報 

  ツールを活用する。 

 ③テーマ別ハチドリCafeの開催 

  子ども・若者・子育て家庭の課題の勉強会や、応援

団交流、団体の運営、活動資金の獲得方法など、

テーマや対象者を明確にした交流会（ハチドリＣａ

ｆｅ）を、各圏域で開催する。   

    

（５）第４条に掲げた活動に係る課題解決のための協働

提案・政策提言事業 

  他団体のイベントや地域ネットワークの集まりに参 

  加し、地域課題の把握に努める。 
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＜ぎふハチドリ基金への寄付方法＞  

☆認定NPO法人ぎふハチドリ基金への応援団会費と寄付金は、寄付金控除の対象になります。 

【インターネットからの寄付申込】 
 コングラント（株）の決済システムを利用しています。 

 ホームページのリンク先、または 右のＱＲコードから、 

 寄付募集のページにアクセスできます。 

 

【ぎふハチドリ基金のリーフレット】 
 振込手数料のかからない払込用紙（ゆうちょ銀行）（赤）がついています。 
 （事務局にご請求ください） 

 

【金融機関への振込】（応援団会費および寄付金の振り込み先） 
 郵便振替口座  ００８８０－６－１９０９０２ ぎふハチドリ基金 

 十六銀行 県民ふれあい会館出張所 普通 １０９０４８４ ぎふハチドリ基金 

 大垣共立銀行 県民ふれあい会館出張所 普通 １４３９５ ぎふハチドリ基金 

 東海労働金庫 岐阜支店 普通 ３３６１８４ ぎふハチドリ基金 

 東濃信用金庫 那加支店 普通 ０９０７１８６ ぎふハチドリ基金         

  ＊応援団会費・寄付金を振り込んでいただいた場合は、事務局までご連絡ください。 

 

【ソフトバンクつながる募金からの寄付】 
 ソフトバンクの「つながる募金」の仕組みを利用し、 

 クレジットカード決済の他、ソフトバンクユーザーはポイントでの寄付もできます。 

 右のQRコードまたはホームページの「つながる募金」の バナーから、専用サイトに入れます。 

 

【東海ろうきんＮＰＯ寄付システムからの寄付】 
 東海ろうきんの普通預金口座から。毎月100円単位で引き落としによる寄付ができます。 

 手数料はかかりません。 

 詳しくは、事務局または東海ろうきんの各支店の窓口にお問い合わせください。 

 

【募金箱への寄付】 
 ぎふハチドリ基金が設置を依頼した募金箱には、 ぎふハチドリ基金のステッカーがついています。 

 協力店舗、イベント会場でのご協力お願いいたします。 

 

【羽島市ふるさと納税の返礼品】 
  羽島市へのふるさと納税10,000円に対して、3,000円がぎふハチドリ基金の支援になります。 

 各ふるさと納税のサイトから、羽島市を選んで、「寄付金額の安い順」にして探してください。 

 

寄付についてのご連絡・ご相談・お問い合わせ先 

  認定NPO法人ぎふハチドリ基金 事務局 

  TEL：090－8736－9739  Mail： hachidori@gifunpo-fund.org  




